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所長 野中　謙一郎

副所長 澤野　憲太郎

　ナノエレクトロニクス研究センター

センター長 教授 澤野　憲太郎 [理工学部]兼務 (半導体工学)

名誉教授 丸泉　琢也 (半導体工学)

教授 野平　博司 [理工学部]兼務 (電子物性)

教授 三谷　祐一郎 [理工学部]兼務 (半導体工学)

准教授 星　裕介 [理工学部]兼務 (半導体工学)

准教授 石川 亮佑 (電子・電気材料工学)

　都市基盤施設の再生工学国際研究センター

センター長 教授 吉田　郁政　 (地盤, 構造, 信頼性)

教授 丸山　收 (信頼性, 計測)

教授 白旗　弘実 (鋼構造, 非破壊)

准教授 関屋　英彦 (維持管理, 計測)

研究講師 Linh Van Hong Bui 専任 (RC構造，維持管理)

客員教授 Siu-Kui Au 専任 (計測, 信頼性)

客員准教授 Stephen Wu 専任 (データサイエンス，信頼性)

客員研究員 田井　政行 専任 (鋼構造)

客員研究員 古東　佑介 専任 (鋼構造)

顧問(学長) 三木　千壽 兼務 (鋼構造, 橋梁工学)

　高効率水素エンジン・エンジントライボロジー研究センター

センター長 教授 三原　雄司 [理工学部]兼務 (内燃機関工学, トライボロジー)

教授 伊東　明美 [理工学部]兼務 (内燃機関工学, トライボロジー)

講師 及川　昌訓 [理工学部]兼務 (内燃機関工学, 水素エンジン)

客員教授 三田　修三 (内燃機関工学, トライボロジー)

客員准教授 杉村　奈都子 (分子シミュレーション)

客員研究員 浦辺　満 (トライボロジー)

客員研究員 幸島　元彦 (トライボロジー)

特別研究員 加納　眞 (材料工学）

特別研究員 及川　利広 (内燃機関工学)

特別研究員 中村　己喜男 (内燃機関工学, CAE)

特別研究員 小池　正生 (内燃機関工学)

                 総合研究所構成員

イノベーション研究機構

[建築都市デザイン学部]兼務

[建築都市デザイン学部]兼務

[建築都市デザイン学部]兼務

[建築都市デザイン学部]兼務



応用生態システム研究センター

センター長 特別教授 涌井　史郎 (造園学, ランドスケープ)

教授                      飯島　健太郎 [環境学部]兼務 (環境緑地学)

教授 横田　樹広 [環境学部]兼務 (流域環境, 生態系サービス)

客員研究員 堀川　朗彦 (造園学, ランドスケープ)

客員研究員 山﨑　正代 (造園学, ランドスケープ)

客員研究員 山下　律正 (育種)

地盤環境工学研究センター

センター長 教授 末政　直晃 [建築都市デザイン学部]兼務 (地盤工学)

教授 伊藤　和也 [建築都市デザイン学部]兼務 (地盤工学)

研究講師 サハレ　アヌラグ 専任 (地盤工学)

技士 田中　剛 [建築都市デザイン学部]兼務 (地盤工学)

学外研究員 永尾　浩一 [佐藤工業(株)技術研究所] (地盤工学)

学外研究員 佐々木　隆光 [強化土エンジニヤリング] (地盤工学)

客員教授 豊澤　康男 [仮設工業会・元安衛研所長] (地盤工学)

子ども家庭福祉研究センター

センター長 教授 早坂　信哉 (医療, 医学, 公衆衛生)

教授 井戸　ゆかり (発達臨床心理学, 保育学)

准教授 園田　巌 [人間科学部]兼務 (福祉, 社会的養護)

准教授 横山　草介 [人間科学部]兼務 (教育人間学, 臨床教育学)

准教授 宮川　哲弥 [人間科学部]兼務 (福祉, 社会的養護)

研究員 亀田  佐知子 (発達心理学, 保育学)

インテリジェントロボティクスセンター

センター長 教授 野中　謙一郎 (制御工学)

教授 大屋　英稔 [情報工学部]兼務 (システム工学)

教授 田口　亮 (知能情報学)

教授 向井　信彦 (メディア情報学)

教授 中野　秀洋 (計算機システム)

教授 包　躍 (画像センシング, AR)

教授 宮地　英生 [メディア情報学部]兼務 (可視化, VR)

教授 京相　雅樹 (医用生体工学)

教授 高柳　英明 (空間デザイン, 人間工学)

准教授 佐藤　大祐 (ロボティクス)

准教授 関口　和真 (制御工学)

准教授 杉町　敏之 (自動運転, ITS)

准教授 西部　光一 (流体工学)

准教授 藪井　将太 (制御工学)

講師 星　義克 [情報工学部]兼務 (制御工学)

研究講師 徐　福国 専任 (制御工学)

専任

[人間科学部]兼務

[人間科学部]兼務

[理工学部]兼務

[情報工学部]兼務

[理工学部]兼務

[理工学部]兼務

[情報工学部]兼務

[理工学部]兼務

[理工学部]兼務

[情報工学部]兼務

[建築都市デザイン学部]兼務

[情報工学部]兼務

[理工学部]兼務

[理工学部]兼務



ミネラル結晶体研究センター

センター長 教授 平田　孝道 [理工学部]兼務 (プラズマ理工学, デバイス工学, 物性工学)

客員准教授 秋山　知宏
(統合学, 環境学, 人間学, データマイニン
グ, ナノサイエンス, 高エネルギー物理学)

共同研究者 野邑  奉弘

共同研究企業 畠山  兼一郎

インフラ維持管理と災害制御に関する研究センター

センター長 教授 伊藤　和也 [建築都市デザイン学部]兼務
(自然災害科学,地盤工学, 社会システム
工学, 安全システム)

教授 末政　直晃 (地盤工学)

准教授 三上　貴仁 (自然災害科学, 水工水理学)

准教授 関屋　英彦 [建築都市デザイン学部]兼務 (橋梁工学, 鋼構造)

准教授 秋山　祐樹 [建築都市デザイン学部]兼務
(空間情報科学, 都市・交通計画, 都市
地理学)

准教授 五艘　隆志 [建築都市デザイン学部]兼務
(建設マネジメント, 災害マネジメント,
行政経営)

技士 田中　剛 (地盤工学)

宇宙科学研究センター

センター長 准教授 津村　耕司 [理工学部]兼務 (赤外線天文学)

教授 宮坂　明宏 [理工学部]兼務 (宇宙機熱構造)

准教授 渡邉　力夫 [理工学部]兼務 (数値流体力学)

教授 小池　星多 [メディア情報学部]兼務 (情報デザイン)

講師 門多　顕司 [理工学部]兼務 (宇宙線物理学)

准教授 西村　太樹 [理工学部]兼務 (原子核実験)

教授 高木　直行 [理工学部]兼務 (原子炉物理)

教授 髙橋　弘毅 [教育開発機構]兼務 (重力波物理学)

未来都市研究機構

スマートインフラマネージメント研究ユニット

ユニット長 教授 白旗　弘実 [工学部]兼務 (構造工学，非破壊検査)

教授 河合　孝純 [教育開発機構]兼務 (データサイエンス)

特別研究員 田井　政行　　　 [琉球大准教授] (鋼構造，維持管理工学)

ソーシャルVR研究ユニット

ユニット長 教授 市野　順子 [メディア情報学部]兼務 (ヒューマンコンピュータインタラクション)

研究員 井出　将弘 [TIS株式会社] (VRシステムの設計, 開発）

教授 宮地　英生 [メディア情報学部]兼務 (3次元可視化)

教授 岡部　大介 [メディア情報学部]兼務 (認知科学)

准教授 横山　ひとみ [岡山理科大学・経営学部] (社会心理学)

准教授 淺野　裕俊 [工学院大学・情報学部] (生体情報工学)

[建築都市デザイン学部]兼務

[建築都市デザイン学部]兼務

[建築都市デザイン学部]兼務



アジア大都市圏マネジメント研究ユニット

ユニット長 准教授 斉藤　圭 [都市生活学部]兼務 (都市環境デザイン)

教授 沖浦　文彦　　　 [都市生活学部]兼務 (プログラムマネジメント)

准教授 太田　明 [都市生活学部]兼務 (都市開発ビジネス)

QOL指向型都市公共空間マネジメント研究ユニット

ユニット長 准教授 末繁　雄一 (都市プランニング, アクティビティスケープ)

准教授 杉町　敏之 [理工学部]兼務 (自動車工学, 車両挙動評価)

教授 宮地　英生 (可視化情報工学, コンピュータグラフィクス)

サステナビリティ学連携研究センター
センター長 教授 伊坪　徳宏 [環境学部]兼務 (環境影響評価)

教授 佐藤　真久 [環境学部]兼務 (環境教育)

教授 古川　柳蔵 [環境学部]兼務 (環境イノベーション)

教授 馬場　健司 [環境学部]兼務 (環境政策学，合意形成論)

卓越教員研究室

FUTURE-PV研究室

特別教授 小長井　誠 専任 (半導体工学)

准教授 石川　亮佑 専任 (電子・電気材料工学)

特別研究員 AF 陶山　直樹 専任 (半導体評価)

特別研究員 AF 齊藤　公彦 専任 (プラズマ工学)

特別研究員 AF 古川　公子 専任 (研究支援)

マイクロナノシステム研究室

特任教授 藤田　博之 [理工学部]兼務 (マイクロナノシステム)

重点推進研究ユニット

先端食品プロセス研究ユニット

ユニット長 教授 黒岩　崇 [理工学部]兼務
(バイオプロセス工学，食品工学，
 乳化・分散工学）

准教授 白鳥　英 [理工学部]兼務 (流体工学，熱工学）

ウェルビーング・リビングラボ研究ユニット

ユニット長 准教授 坂倉　杏介 [都市生活学部]兼務
(コミュニティマネジメント，参加型デ
ザイン)

准教授 末繁　雄一 [都市生活学部]兼務 (都市計画，エリアマネジメント)

准教授 ドミニク・チェン [早稲田大学] (情報学，ウェルビーイング)

教授 安藤　英由樹 [大阪芸術大学]
(情報通信，ヒューマンインターフェイ
ス)

[都市生活学部]兼務

[メディア情報学部]兼務



未来知能研究ユニット

ユニット長 教授 田中　宏和 [情報工学部]兼務 (計算論的神経科学)

教授 森　博彦 [情報工学部]兼務 (人工知能)

教授 神野　健哉 [情報工学部]兼務 (機械学習)

教授 桂　卓成 [情報工学部]兼務 (ニューロマーケティング)

宇宙航空材料評価技術研究ユニット

ユニット長 教授 三宅　弘晃 [理工学部]兼務 (計測工学，電子物性，宇宙環境)

教授 田中　康寛 [理工学部]兼務 (計測工学，電子物性)

准教授 星　裕介 [理工学部]兼務 (ナノテク・材料：結晶工学)

教授 澤野　憲太郎 [理工学部]兼務 (ナノテク・材料：結晶工学)

デジタル都市空間情報研究開発ユニット

ユニット長 准教授 秋山　祐樹 [建築都市デザイン学部]兼務
(空間情報科学，都市地域分析，データ
サイエンス)

特定助教 馬塲　弘樹
[京都大学東南アジア地
域研究研究所]兼務

(都市計画，住宅政策，空間解析，都市
の魅力)

副主査 徳冨　智哉
[和歌山県データ利活用
推進センター]兼務

ユニット長補佐 明石　洋祐
[総務省統計局統計デー
タ利活用センター]兼務

ｽﾏｰﾄｼﾃｨ推進監 谷内田　修 [前橋市未来創造部]兼務

エネルギー・コミュニティ研究ユニット

ユニット長 准教授 加用　現空 [環境学部] 兼務 (エネルギー，建築環境)

教授 大谷　紀子 [メディア情報学部] 兼務 (進化計算アルゴリズム，帰納学習)

教授 馬場　健司 [環境学部] 兼務 (合意形成，行動科学，環境政策)

コーディネーター齋藤　公彦

アドバイザー 鈴木　章文

ＵＲＡ 板東　嘉彦

総合研究所　産学官連携コーディネーター

総合研究所　研究推進アドバイザー

総合研究所  ＵＲＡ

部長 大島　智子 研究推進部部長

課長 小檜山　克則 産学官連携センター課長

事務員 清水　真美

ＲＡＣ

事務局

産学官連携センター
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(1) “Fabrication of SiGe/Ge microbridges based on Ge-on-Si(110) and observation of resonant light emission”
T. Inoue, Y. Wagatsuma, R. Ikegaya, K. Okada, K. Sawano
Journal of Crystal Growth 590, 126682 (2022).     DOI:  /10.1016/j.jcrysgro.2022.126682

(2) “Mechanism of crack formation in strained SiGe(111) layers”
Youya Wagatsuma, Md. Mahfuz Alam, Kazuya Okada, Rena Kanesawa, Michihiro Yamada, Kohei Hamaya, 

and Kentarou Sawano
Journal of Crystal Growth 589, 126672 (2022).  DOI:  /10.1016/j.jcrysgro.2022.126672

(3) “Significant effect of interfacial spin moments in ferromagnet-semiconductor heterojunctions on spin
transport in a semiconductor”

T. Naito, R. Nishimura, M. Yamada, A. Masago, Y. Shiratsuchi , Y. Wagatsuma, K. Sawano, R. Nakatani, T.
Oguchi, and K. Hamaya

Physical Review B 105, 195308 (2022)    DOI: 10.1103/PhysRevB.105.195308
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(4) “Strong room-temperature EL emission from Ge-on-Si(111) diodes”  
Yuwa Sugiura, Masashi Sasaki, Youya Wagatsuma, Koudai Yamada, Yusuke Hoshi, Michihiro Yamada, 

Kohei Hamaya and Kentarou Sawano 
  Journal of Crystal Growth 594, 126766 (2022).      DOI: 10.1016/j.jcrysgro.2022.126766 
(5) “Temperature Dependence of Two-Terminal Local Magnetoresistance in Co-Based Heusler Alloy/Ge Lateral 
Spin-Valve Devices” 

Michihiro Yamada, Takahiro Naito, Kazuaki Sumi, Kentarou Sawano, and Kohei Hamaya 
IEEE Transactions on Magnetics 58, 4100505 (2022).    DOI: 10.1109/TMAG.2022.3145393 

(6) “Strain engineering of heteroepitaxial SiGe/Ge on Si with various crystal orientations”  
Md. Mahfuz Alam, Youya Wagatsuma, Kazuya Okada, Michihiro Yamada, Kohei Hamaya, and Kentarou 

Sawano 
ECS Transactions, 109 (4) 197-204 (2022)   DOI: 10.1149/10904.0197ecst 

(7) “Fabrication of Thick SiGe Ge Multiple Quantum Wells on Ge-on-Si and Their Optical Properties”  
Rena Kanesawa, Youya Wagatsuma, Syuya Kikuoka, Yuwa Sugiura, Kentarou Sawano 
ECS Transactions, 109 (4) 289-295 (2022)   DOI: 10.1149/10904.0289ecst 

(8) “Fabrication of branch-like bridges based on Ge-on-Si (110) and observation of resonant light emission”  
Takahiro Inoue, Youya Wagatsuma, Reo Ikegaya, Ayaka Odashima, Masaki Nagao, Kentarou Sawano 
ECS Transactions, 109 (4) 297-302 (2022)   DOI: 10.1149/10904.0297ecst 

(9) “Numerical simulation of edge effects in silicon hetero-junction solar cells”  
Yukimi Ichikawa, Ryousuke Ishikawa, Makoto Konagai   
AIP Advances, Vol.12, No. 6 (2022) 

(10) “Significant reduction of crack propagation in the strained SiGe/Ge(111) induced by the local growth on 
the depth controlled area patterning” 

Youya Wagatsuma, Rena Kanesawa, Md. Mahfuz Alam, Kazuya Okada, Takahiro Inoue, Michihiro Yamada, 
Kohei Hamaya and Kentarou Sawano 

Applied Physics Express 16, 015502 (2023)   DOI: 10.35848/1882-0786/aca751 
 

 
(1) Kentarou Sawano 

“Strain engineering of heteroepitaxial SiGe/Ge on Si with various crystal orientations”   
The 242nd ECS Meeting, Atlanta, USA, Oct. 9-13, 2022 

(2)  
“ ” 
2022 IEEE Reliability Society Japan Joint Chapter Seminar 2022/10/26 

(3) Y. Mitani, R. Kawashima, R. Ishikawa, H. Nohira   
“Study on Fluorographene Charge Trapping Layer for Nonvolatile Memory Applications”  
IEEE EDS The 2022 International Meeting for Future of Electron Devices, Kansai 2022/11/29 

(4) Ryousuke Ishikawa 
“GRAPHENE IN PEROVSKITE SOLAR CELLS”  
8th Korea-Japan Joint Seminar on PV 27-28 May 2022, Korea 
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“Fabrication of strained Ge microbridge structures with meshed pads and their optical properties“
The 242nd ECS Meeting, Atlanta, USA, Oct. 9-13, 2022
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The 242nd ECS Meeting, Atlanta, USA, Oct. 9-13, 2022

(6) Youya Wagatsuma, Rena Kanesawa, Md. Mahfuz Alam, Kazuya Okada, Michihiro Yamada, Kohei Hamaya 
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